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1. まえがき 

 近年，技術の進歩により，ユーザは容易に情報を発信することができ，他者が公開している様々な情報を簡単

に得ることができる．また，位置情報を用いた新たなサービスも進歩している．しかし，この変化により，ユー

ザが処理可能な量を遥かに上回る情報が流通するようになり，真に必要な情報の選別を困難にしている．この影

響は旅行にも見られ，旅行先を選ぶ際，有名な観光名所や特定の場所のみが選択の対象とされている．そのため，

世間では知られていないような価値ある観光地の情報を得ることが困難になりつつある．そこで本研究では居住

者と旅行者の地理的条件の違い[1]を利用し，世間的に馴染みのない価値ある観光地を穴場スポットとして検出す

る．また，その穴場スポットに関して観光地として優れているかを被験者に対して五段階評価のアンケートを行

い，本研究の妥当性を検証する． 
 

2. 穴場スポットの検出 
 写真共有サイト Flickr[2]を用いて，対象とする観光地の居住者とそこを訪れる旅行者の写真データを収集す

る．この時，得られた写真の位置情報を局所外れ値因子法(LOF 法)[3]を用いて分類し，穴場スポットの検出する． 
 
3. 実験結果評価 
 実験では，Flickr を用いて得られた写真に対して，局所外れ値因子法を用いることで正しく穴場スポットの写

真検出を行えた．また，得られた写真に対してアンケートを行った結果，実験で得られた穴場スポットが旅行者

の訪れる観光地と比較しても魅力的であることを確認した． 
 
4. まとめ 
 本研究では，居住者と旅行者の写真の位置情報から局所外れ値因子法を用いて穴場スポットの検出を行い，ア

ンケートにより評価した．アンケートの結果より穴場スポットとして定義した観光地は旅行者が好む有名な観光

地と比較しても引けをとらない魅力があることを明らかになった．旅行ルートの推薦に関して，旅行者と居住者

の撮影する写真の位置情報を利用し，視覚的に評価を行う本研究の手法の有効性を示した． 
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第1章 序論 
1.1 研究の背景と目的 

近年，ブログや SNS 等のサービスの発達により，誰もが容易に他者の情報を得ることがで

きるようになった．また，中には写真データに付随する位置情報も多く存在するため Twitter
を始めとした位置情報に基づく新たなサービスや研究も行われている．このような新しい技

術は多方面に影響を及ぼしており，その一つの例として旅行が挙げられる．一昔前までは旅

行情報誌や旅行会社でのツアーが主流であったが，近年では SNS から入手した情報を元に旅

行する等，様々な形態で旅行を楽しむ人が増えている．その他にもトリバゴやエクスペディ

ア等の旅行サービスも充実してきている．[1][2] 
しかし，選択肢の増加は情報過多を生み出し，人々が自分に有益な情報を効率的に取捨選択

することを妨げている．また，充実しているように思えるこれらの旅行サービスだが，得ら

れる情報には知名度の高い観光地の情報が多いという偏りが見られる．そのため，本研究で

は個人の趣味趣向を考慮した旅行ルートの推薦に関する基礎検討を行った． 
 

1.2 関連研究 

Web 上に投稿される大量の写真には GPS 情報を有するものが存在する．王ら[3]は写真共

有サイト Panoramio を用いて，大量の写真を風景によって分類し，人々が注目した風景の写

真を地域の情報として地図上に表現する方法を検討した． 
このようにして作成された観光マップは撮影した風景ごとにカテゴリに分類され，地図上に

アイコンとして表示される．また，GPS 情報を有しているため，風景ごとの距離感が地図上

で視覚的にわかる．そのため，ユーザにとっては旅行の計画時に実際に現地を訪れた際のよ

り具体的なイメージ化が可能になる．また，異なるアプローチ方法として，坂元ら[4]はユー

ザの気分に応じた旅行ルートの推薦手法を提案している． 
SNS上で投稿されるテキストの中から感情に関わる単語と限定した地域の観光地を訪れた際

の感想とを比較することで，ユーザの現在の感情に対して最もふさわしい観光地を推薦して

いる． 
 これらの手法は web上に投稿される観光地のみを対象としているので世間的に馴染みのな

い観光地の推薦ができない問題点がある．そこで，本論文では，位置情報を利用することに

より，馴染みのない観光地を検出し，推薦できる手法を提案する．LOF 法を利用することに

より，提案方式の妥当性を評価する． 
 

1.3 本論文の構成 
 本論文の構成は以下のとおりである． 
第 1 章は本章であり，本研究の背景や目的について述べる． 
第 2 章では，本論文で用いる要素技術について述べる． 
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第 3 章では，本論文で提案する手法について述べる． 
第 4 章では，実験概要，結果および考察について述べる． 
第 5 章では，本論文の結論と今後の課題について述べる． 
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第 2 章 ルート推薦に関する要素技術 
2.1 はじめに 

 本章では，本論文の研究意図と研究で使用するツールの説明し，用語の定義する． 
 

2.2 研究意図 

技術の進歩により，ユーザは容易に情報を発信することができ，他者が公開している様々

な情報を簡単に得ることができる．また，位置情報を用いた新たなサービスも進歩している．

しかし，この変化により，ユーザが処理可能な量を遥かに上回る情報が流通するようになり，

真に必要な情報の選別を困難にしている．この影響は旅行にも見られ，旅行先を選ぶ際，有

名な観光名所や特定の場所のみが選択の対象とされている．そのため，あまり世間では知ら

れていないような価値ある観光地の情報を得ることが困難になりつつある． 
そのような状況の中で，観光地の写真に関して，その地に住む居住者とその地を訪れる旅行者

の間に差異がみられるというデータがある．[5]これは旅行者がインターネットや SNS を使い，

有名な観光地や人気の観光名所を訪れ，そこで写真を撮影する一方で，居住者は有名な観光地の

写真だけでなく，ネットでは広まっていない地元民のみが知るマイナーな観光地の写真も撮影す

る傾向があると思われる．そこで本研究では旅行者と居住者の居住地に関する地理的条件の違い

を利用し，世間的に馴染みはないが観光する価値がある観光地の検出を行う．観光する価値があ

るかどうかを決定するのには写真を用いる． 
旅行する目的に自然観光，歴史・文化観光等，その地の文化や景観美を重視し，観光する傾向

がある．[6]この時，人々は観光地の画像や写真を参考に旅行のイメージを膨らまし，目的地を決

定するものと思われる．そのため観光地の画像や写真は旅行の目的地を決定する際，大きな役割

を担っていると考えられる． 
そこで，本研究においては上記で述べたとおり地理的条件から馴染みのない観光地の検出し，得

られた観光地に関して写真を用いて観光地として魅力的かどうかを視覚的に評価することで本研

究の有効性を確認する．そこで大量の写真収集が行え，位置情報も同時に得られるという点から

写真共有サービス Flickr を用い，観光地に関する写真と位置情報の収集する． 
 

2.3 Flickr [7] 
 Flickr とは，米 YAHOO が運営するオンラインの写真共有サービスである．ユーザは自分で撮

影したデジタル画像の写真をFlickr のサーバーへアップロードし，保存・管理することができる．

Flickr 上で公開された写真は，誰でも閲覧可能である他，コメントの許可やタグ付け機能を利用

しながら，他のユーザと交流することも可能である．また，投稿した写真の位置情報を得ること

ができ，専用の API が充実しているという点から本研究では Flickr を用いて画像取得する． 
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2.3.1 Flickr API[8] 
 Flickr API 使用にあたって API Key の取得が必要となる．API Key 取得にあたって Flickr の
ユーザ登録を行う必要がある．Key の取得後，アプリケーションの商用利用の有無を選択する．

商用利用の場合，審査に 2 週間~1 ヶ月を要する． 
 

2.3.2 Flickr から大量のデータを取得するツール[9] 
 本研究においては Flickr に付随する位置情報と投稿された画像を利用する．使用する位置情報

として以下の 2 点を用いる． 
1． 投稿された場所に関する位置情報 
2． 写真投稿者の居住地に関する情報 
上記の位置情報は Flickr API を用いて入手することが可能である．しかし，API では投稿された

写真と位置情報を同時に表示することができない．本ツールでは上記の二つの位置情報の取得と

投稿された写真情報を同時に表示することができる．また，取得する写真に関して，検索対象エ

リアと対象期間，キーワードを設定することができるため，効率的にデータの取得ができる. 
 

2.4 SurveyMonkey[10] 
 本研究において SurveyMonkey を用いて得られた穴場スポットに関して 5 段階評価のアンケ

ートを作成した． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



7 
 

第 3 章  提案手法 
3.1 はじめに 

 本章では，居住者と観光客の行動範囲の違いに関する考察から，穴場スポットを検出するアル

ゴリズムに関する考え方と手法について述べる．  
 

3.2 提案手法の概要 
 提案手法では，Flickr に投稿される写真データの中で居住者と観光客の行動の違いについて着

目する．観光地の写真に関して，その地に住む居住者とその地を訪れる旅行者の間に差異がみら

れるというデータがある．Gigazine らの報告によれば，旅行者は旅行情報誌やネット等に掲載さ

れている有名な観光名所に多く足を運ぶのに対し，地元民は有名な観光名所だけでなく，情報誌

等に掲載されていないようなマイナーなスポットで撮影する傾向がある．そこで本研究では観光

地に関して居住者が撮影するスポットのうち旅行者が撮影していない場所を穴場スポットとして

定義する．その穴場スポットが世間的には有名ではないが，旅行で訪れる人にとって価値のある

観光地である可能性があるとの仮説の下，それらを位置情報から推挙する．推挙結果について，

数人の被験者に対してアンケートを行い，観光地としての魅力があるかどうかの 5 段階評価する． 
 

3.2.1 穴場スポット検出アルゴリズム 
 穴場スポットの検出に関して，居住者と旅行者の撮影位置の違いを利用する．用いる手法は得

られたデータを密度ベースで分類し，他のデータの集合と比較したとき，密度の低い集合として

認識された位置情報のデータを穴場スポットの位置情報として検出する．そこで本研究ではデー

タを密度ベースで分類する代表的な手法である局所外れ値因子法（LOF 法）[10]を用いて穴場ス

ポットの検出を行う． 
 

3.2.1.1 局所外れ値因子法（LOF 法） 
 データの近傍の密度を利用することで，そのデータの外れ値の度合いを測り，その値によって

外れ値を検出する手法である． 
全体の集合を Dとする．LOF におけるデータ Dx∈ における外れ値の度合いを )(xLOF と表

記する．ここで Dはデータ全体の集合である． )(xLOF を定義するために，いくつかの式を定

義する．まず， )(xkdist は x に対する k 距離と呼ばれる値で，以下の条件を満たすデータ Do∈
との距離 ),( oxd として定義される． 

 
1． 少なくとも k 個のデータ { }xDo \'∈ に対して ( ) ( )oxdoxd ,', ≤ が成立する． 
2．高々 1−k 個のデータ { }xDo \'∈ に対して ( ) ( )oxdoxd ,', < が成立する． 

 
直感的には，上記のデータo はデータ x からの k 番目に近いデータとなる．データ x から同じ距
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離を持つデータが複数存在する場合を考慮した定義と言える． 
 
 次に )(xkdist を利用して， ( )xN k ， ( )yxrdk , 及び ( )xlrdk を以下のように定義する． 

 
 ( ) { } ( ){ })(,|\ xkdistyxdxDyxNk ≤∈=              (3.1) 

 
 ( ) ( ){ })(,,max, ykdistyxdyxrdk =                 (3.2) 

 

 ( ) ( )
( )( )∑ ∈

=
xNy k

k
k

k
yxrd

xN
xlrd

,
                    (3.3) 

 
これらの式を用いて， )(xLOF は以下で定義される． 

 

 ( )
( )
( )( )∑ ∈

=
xNy

k

k

k
k xlrd

ylrd
xN

xLOF 1)(                 (3.4) 

 
 

3.3 フローチャート 
 提案手法に関するフローチャートを図 3.1 として以下に示す． 
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図 3.1 提案手法のフローチャート 
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3.4 むすび 
 本章では，本論文で提案する居住者と旅行者の撮影位置の違いと LOF 法を用いた穴場スポッ

ト検出を組み合わせた手法について述べた． 
 第 4 章では，本章で説明した提案手法の評価実験を行う． 
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第 4 章 提案手法の評価実験と結果，考察 
4.1 はじめに 

 本章では，Flickr に投稿された画像を用いて第 3 章で説明した提案手法を実験により評価する． 
 

4.2 実験の概要 
 提案手法の評価実験として，二つの実験を行う．一つ目の実験では，Flickr に投稿された写真

の位置情報と Flickr に登録されている居住者情報を用いて穴場スポット検出を行う．二つ目の実

験では，検出された穴場スポットに関する写真を被験者に対するアンケートを実施して，妥当性

を評価する． 
 

4.3 実験 1（穴場スポット検出実験） 
 本実験では，対象とする地域を設定し，キーワード検索を使って Flickr に投稿された写真を調

べる．表示された写真のうち，観光地として適切な写真を選び，写真が撮影された位置情報を入

手する．位置情報は緯度，経度の情報を利用する．この時，Flickr に設定できる居住者情報から，

対象とする観光地の地域に在住しているユーザを居住者，それ以外の地域に在住しているユーザ

を旅行者と区別し，写真を集める．一定数の写真を収集したら，それを地図上にプロットし，LOF
法を用いて穴場スポットを検出する． 
 

4.3.1 実験 1 の条件 
表 4.1 実験条件 

検索エリア 京都駅周辺半径 10km 内 
検索期間 2016/07/01～2017/07/01 
キーワード kyoto 

 
4.3.2 実験 1 の結果 

4.3.1 の条件の下，旅行者の写真 91 枚，居住者の写真 71 枚を収集し，その位置情報を地図上

[11]にプロットした図 4.1 を以下のように示す．赤は旅行者，青は居住者を示す． 
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図 4.1 旅行者と居住者の撮影位置の違い 

 
図 4.1 から旅行者の撮影場所は清水寺や伏見稲荷等の有名な観光地に偏っていた． 
また，得られた位置情報について LOF 法を用い，穴場スポットを検出する．検出した結果を図

4.2 として以下に示す． 

 

図 4.2 LOF 法を用いて得られた穴場スポットの位置情報 
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上記の操作から密度の低い集合として検出されたものは 

旅行者の写真データ 5 個， 
居住者の写真データ 11 個 
であった．本研究においては居住者のデータ 11 個を穴場スポットとして考える． 

 
4.3.3 実験 1 の考察 

 今回は Flickr を利用して写真収集を行い，Flickr に登録してある居住地情報から旅行者と居住

者を区別した．しかし，居住地情報を開示していないユーザが多かったため，収集できた写真数

が少なかった．また，写真の中には観光地以外の写真も多く見られた．これはユーザが Flickr を
写真投稿目的のみに使用している人が多く，他者との交流目的のためではなく自己満足のために

使用しているため，不要なプロフィール情報を公開していないユーザが多いと考えられる． 
 

4.4 実験 2（アンケートを用いた穴場スポットの評価実験） 
 実験 2 では，実験 1 で得られた穴場スポットに対して被験者数名にアンケートを実施し，検出

された穴場スポットが観光地として魅力的かどうかの評価を行う． 
 

4.4.1 実験 2 の条件 
・アンケートを約 20 人に実施， 
・旅行者の写真 91 枚，居住者の写真 71 枚を利用する． 

 ・上記の 162 枚の写真を「旅先として魅力的かどうか」を被験者に対して，5 段階（5:とても思

う，4:思う，3:普通，2:思わない，1:全く思わない）で 162 枚の写真について，被験者が 5 段階評

価する． 
 ・収集したアンケート結果について，上下 5%ずつのデータを除外し，異常値を取り除く． 
 ・データの除外にはエクセルの TRIMMEAN 関数を利用する． 
 

4.4.2 実験 2 の結果 
 実験条件を以下の表 4.1 にまとめる． 

 
表 4.2 アンケート結果 

旅行者 居住者 穴場スポット 
3.64 3.51 3.77 

 
4.4.3  実験 2 の考察 

 結果から旅行者が撮影した写真の方が居住者の撮影した写真より観光地として魅力的に考える

人が多いことがわかる．しかし，穴場スポットと旅行者の写真を比較したとき，穴場スポットの



14 
 

方が魅力的に考える人が多い．これは旅行者にとって馴染みのない場所も有名な観光地以上に魅

力的と考える人が一定数いるということを示している．そのため，本研究における仮説が成り立

つことを確認した．しかし，実験の条件を変更することで上記の結果は変動すると考えられる． 
 

4.5 まとめ 
 二つの実験を行った．実験 1 では Flickr から収集した写真を旅行者と居住者の二種類に分

け，LOF 法を用いて穴場スポットの検出した．実験 2 においては実験 1 で収集した写真を元に

被験者に対して観光地として魅力的かどうかのアンケートを行った．結果から穴場スポットの写

真は旅行者の写真と比較しても魅力的であるという結果が得られ，本研究の仮説が成り立つこと

を確認した． 
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第 5 章 結論と今後の課題 
5.1 結論 

 本研究では，居住者と旅行者の写真の位置情報から LOF 法を用いて穴場スポットの検出を行

い，五段階評価のアンケートによって評価した．アンケートの結果より穴場スポットとして定義

した観光地が旅行先として魅力的であるということが分かった．旅行ルートの推薦に関して，旅

行者と居住者の撮影する写真の位置情報を利用し，視覚的に評価を行う本研究の手法の有効性が

証明できた． 
 

5.2 今後の課題 
Flickr で収集したデータ数が少ない点が課題点として挙げられる．また，本研究では提案手法

に関する具体的な推薦方法を示すことができなかった． 
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